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《

研
究
ノ

ー

ト
》

､

公
共
財
供
給
の

た
め

の

租
税
調
整
体
系

第 一 国

停止

実行

β̀ほ

y e S

平

澤

典

男

一

は

じ

め

に

公
共
経
済
学
の

中
心

的
テ

ー

マ

の

ひ
と

つ

は
､

公

共
財
の

最
適
供
給
を

実
現
す
る

シ

ス

テ
ム

を

デ

ザ

イ
ン

す
る

こ

と

で

あ
る
｡

周
知
の

よ

う
に
､

こ

の

種
の

資
源
配
分
問
題
は

大
別
し

て

二

つ

の

視
点
か

ら

研

究
さ
れ

て

い

る
｡

ひ

と
つ

は
､

動
学
的
調
整
プ

ロ

セ

ス

の

均
衡
点
と

し

て
パ

レ

ー

ト

最

適
な

配
分
を

達
成
す
る

手
続
き

を

定
式
化
す
る

こ

と
｡

も

う
び

と
つ

ほ
､

資
渡
配
分
に

必

要
な

情
報
が

私
的
に

保
存
さ

れ

て

い

る

場
合
に
､

主
体
の

イ
ン

セ

ン

テ
ィ

ブ

と

両
立
す
る
メ

カ

ニ

ズ
ム

を
デ

ザ

イ
ン

す
る

こ

と
に

よ

っ

て
､

い

わ

ゆ
る

フ

リ

ー

ラ

イ

ダ
ー

間
堵
を

克
服
す

る

と
い

う
視
点
で

あ

る
｡

前
者
ほ
､

M

D

P

プ
ロ

セ

ス

や

L
M

プ
ロ

セ

ス

の

名
で

知
ら

れ
る

微

分
方
程
式
体
系
で

代
表
さ

れ
､

後
者
の

ア

プ
ロ

ー

チ

ほ
､

ゲ

ー

ム

静
的
手

(

こ

法
に

よ
っ

て

研
究
さ

れ

て

い

る

も
の

で

あ
る
｡

(

一

)

第
一

の

ア

プ

ロ

ー

チ

に

関

す
る

展
望
論
文

と

し
て
､

タ

ル

ケ
ン

ス

〔

1 2
〕

を

挙

げ
る

こ

と
が

で

き
る
｡

第
一

の

ア

プ
ロ

ー

チ

に

注
目
し

よ

う
｡

こ

れ

は
､

公

共
財
の

最
適
水
準

初 期 条 件

初 期 指 標

主体 の反応

判断基準

n O

指 標 改 訂

の

計
算
を

行
う
計
画
当
局
の

存
在
を

仮
定
し
､

計
画
当
局
と

各
主
体
(

消

費
者
及

び

生

産
者
)

間
の

情
報
フ

ロ

ー

に

テ
ィ

ー

ド
パ

ッ

ク

機
構
を

明
示

的
に

採
用
し

て

い

る

と
い

シ
特
徴
を

も
つ

｡

こ

の

シ

ス

テ
ム

は

第
一

図
の

よ

う
に

要
約
で

き

る
｡

第
一

図
に

お
い

て
､

｢

指
標
+

(
i

已
-

n

P

t

O

ユ

と

ほ

計
画
当

局
か

ら

各
主
体
へ

流
さ

れ
る

情
報
､

｢

反

応
+

(

岩

名
○

ロ
∽

0
)

と

は

各

主

体
か

ら

計
画
当
局
へ

伝
達
さ

れ

る

情
報
を
さ

す
｡

M

D

P

プ
ロ

セ

ス

を

例
に

採
る

な

ら
ば
､

指
標
ほ
､

各
主
体
の

消

費
す
る

私
的
財
お

よ

び

公
共

財
数
量
(

阜
S
｡

反
応
ほ
､

こ

の

配
分
で

評
価
し

た

公
共
財
の

私
的
財
に

対

す
る

限
界
代
替
率
が
｡

判
断
基
準
は
､

サ
ム

エ

ル

ソ

ン

の

条
件
(

M
㌔

-

ホ

皇
｢

=
コ

但
し

r
ほ

公
共
財
の

限
界
コ

ス

ト
)

｡

指
標
の

改
訂
は

骨
-

丸
印

{

M
㌔
-
コ

号
Y

O
､

-

爪

宅Å
｡
､

知

音
]

､

曇

鵬
=

･

品
･

晶
)

蛤
､

言
声

息

㌢
溝

貫
首
･

･

1
婆

ン
･
栂
.

妙

享
.

盛
I

ト
..,
■■,
頒

せ
1

晩
ト

■

佃
.一

ぎ
価

･
-

鳩

■

凍
1



博
一

賢
有

季
漣
ぞ

嘉
針

看
貫
蜃

血
ワ
｡

さ
㌢

サ

リ

ー

｡

ミ
∵

執

り

小

弟

(1 1 1) 研 究 ノ ー I

に

ょ
っ

て

行
わ

れ

る
｡

こ

こ

で

が
は
､

調
整
に

伴
っ

て

生
じ
る

社
会
的
余

剰
の

分
配
率
で

あ

る
｡

(

惣
Ⅳ
○
-

く
軋

巾

き

M
惣
1-
-

)

れ

爪
L

司

次
に
､

こ

の

シ

ス

テ
ム

を

｢

計
画
当
局
+

と
い

う
見
地

か

ら

眺
め
る

な

ら
ば
､

そ
れ

を

特
徴
づ

け

て

い

る

も
の

は
､

望
嘉
又

は

メ

タ

セ

ー

ジ

滅

∽

公
共
財
供
給
ル

ー

ル

タ
伽
フ

ァ

イ
ナ

ン

ス

ル

ー

ル

プ

を

ど

の

よ

う
に

(

二
)

特
定
化
し
て

い

る

か

と
い

う
こ

と

で

あ
る
｡

即
ち
､

｢

政
府
+

は

何

ら

か

の

方
法
で

経
済
に

属
す

る

各
主
体
の

意
志
を

公

共
財
供

給
量
の

決
定
に

反

映
さ

せ

る

た

め
､

に
､

い

か

な
る

情
報
を

交
換
す

る

準
備
が

あ
る

か
､

ま

た

は
い

か

な
る

情
報
を

要
求
す
る

か

を

決
め

る
こ

と

が

で

き

る
｡

ま
た
､

各

主
体
か

ら

集
め

た

情
報
を

生

産
に

ど

う
反
映
さ

せ

る
か

を

決
め

る

こ

と

が

で

き
る
｡

更
に
､

公

共
財
の

供
給
を
フ

ァ

イ
ナ
ン

ス

す
る

た

め
の

財
源
を

い

か

に

集
め

る

か

と
い

う

費
用
負
担
原
則
お

よ

び

具
体
的

租
税
手
段
を

選

ば

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

か

く
て
､

そ

れ

ら
の

代
替
的
な

要
素
の

集
合
の

積
､

§
×

や
×

匂

の

中
か

ら
一

点
(

声

ぺ
-

句
)

を

選
ぶ
こ

と

に

よ
っ

て

(

三
)

｢

計
画
当
局
+

が

確
定
す

る
の

で

あ
る
｡

班

D

P

プ

ロ

セ

ス

で

は
､

メ

ッ

セ

ー

ジ

と

し

て

配
分
と

限
界
代
替
率
が

選
ば

れ
､

供
給
ル

ー

ル

は

限
界
代

替
率
の

集
計
値
と

限

界
コ

ス

ト

の

此

較
に

ょ

る

微
調
整
､

フ

ァ

イ

ナ
ン

ス

ル

ー

ル

ほ

受
益
者
負
担
の

原
則
に

従
っ

て

各
主
催
の

限
界
代
替
率
に

比

例

的
に

コ

ス

ト

を

負
担
す

る

と
い

う
ル

ー

ル

が

採
ら

れ

て

い

る
｡

他
方
､

L

出

プ
ロ

セ

ス

で

は
､

メ

ッ

セ

ー

ジ

ほ

各
財
の

価
格
と

需
要
量
､

供
給
ル

ー

ル

は

公
共
財
常
夏
真
の

平
均

値
､

フ

ァ

イ
ナ
ン

ス

ル

ー

ル

に

は
､

公
共
財

の

個
人
別
価
格
(
i

n
d

才
岩
戸
P
-
-

詣
d

p

ユ

宕
)

が

選
ば

れ
て

い

る
｡

(

二
)

滅
､

y
､

ア

は

写

像
の

集
合
で

あ

る
｡

ま

た

ダ
に

は
､

し
ば

し

ば

他
の

財
政
手

段
､

.
例
え

ば

所
得
移
転
な

ど

も

含
め

ら

れ
る
｡

(

三
)

グ
ロ

ー

ブ
ズ

‖

レ

ジ

ャ

ー

F

〔

5
〕

を

参
照
｡

以
上
の

識
別
作
業
に

よ
っ

て
､

第
一

の

ア

プ
ロ

ー

チ

に

お

け
る

シ

ス

テ

ム

の

構
造
ほ

本
質
的
に

は

極
め

て

単
純
で
､

計
画
当
局
の

設
定
に

ほ
か

な

り

広
い

選
択
の

余
地

が

残
さ

れ

て

い

る

こ

と
が

知
ら

れ

た
｡

し

か

し

な
が

ら
､

そ

れ
ほ

シ

ス

テ
ム

が

全
く

慈
恵
的
な

も
の

で

あ
っ

て

よ
い

と
い

う
こ

と

を

意
味
し

な
い
｡

マ

ラ
ン

ボ

ー

は
､

シ

ス

テ
ム

ほ

少
く

と

も

次
の

三

要

(

四
)

件
を

満
た

す
こ

と

が

望
ま

し
い

と

唱
え
て

い

る
｡

即
ち
､

m

改
訂
過
程
を

ど
こ

で

打
切
っ

て

も

実
現
可
能
で

あ
る

こ

と
｡

(

訂

邑
g
-

t

已

脚

改
訂
の

途
中
で

は

各
主
体
の

効
用
は

非
減
少
的
で

あ
る
こ

と
｡

(

巨
○

ロ
O
t

0

2 .

の

芹
y
)

00

改
訂
を

通
じ
て
､

パ

レ

ー

ト

最
適
な

配
分
に

収
束
す

る

こ

と
｡

(

8
苧

く
e

r

g

昌
宕
)

の

三

点
で

あ
る
｡

他
に
､

ハ

ー

ビ

ァ

ツ
の

提
唱
す
る

仙

情
報

効
率
性
(
-

巳
｡

コ
ロ
む

巨
○

邑
･

①

印
c
-

0

日
n

y
)

㈲

イ
ン

セ

ン

テ
ィ

ブ

と
の

両
立

性
(
-

n

g
邑
才
?
C

O

m
勺
p

江
b

巨
t

y
)

㈲

情

報

分

権

性

(
-

已
O
H

m
血

己
O

P

已

倉
c

昌
t

岩
-

i

N

p

b
-
-

芹
y
)

や
､

シ

ョ

ン

ソ

ー

ル

の

m

中
立
性
(

n
e

已
1

巴
i

t

y
)

(

五
)

等
々

が

シ

ス

テ
ム

に

と
り

て

望
ま

し
い

特
性
と

し
て

提
案
さ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
の

基
準
が
､

§
×

や
×

旬

上
に

順
序
を

与
え
る

と

考
え

て

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

(

四
)

マ

ラ

ン

ボ

ー

〔

8
〕

｡

(

五
)

ハ

ー

ビ

ァ

ツ

〔

6
〕
､

シ

百

ン

ソ

ー

ル

〔

1
〕

｡

さ

て
､

簡
単
な

要
約
に

よ
っ

て

第
一

の

ア
プ
ロ

ー

チ

の

も
つ

方
法
論
が
.

明
確
に

な
っ

た

と

こ

ろ

で
､

我
々

ほ

本
稿
で
､

こ

れ

ま

で

研
究
の

間
際
を

形
成
し
て

い

た

代
替
的
な

租
税
ル

ー

ル

に

注
目
し

よ

う
｡

L

M

プ

ロ

セ

ス

ほ
､

租
税
ル

ー

ル

と

し
て

個
人
別

価
格
を

採
用
し
て

い

る

が
､

M

D
P

プ

ロ

セ

ス

も

個
人
別
価
格
､

βっ紹
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･

柑
＼
鵬
l･

㌣
も
[

知

音
]

を

持
つ

と

考
え

る
こ

と
が

で

き
る
｡

そ
こ

で
､

我
々

は
､

｢

比

例
所
得
税
+

､

｢

累
進
所
得
税
+

の

ケ
ー

ス

を

考
え
､

プ
ロ

セ

ス

を

定
式
化
し
､

そ

の

特

(

六
)

性
を

検
討
し

て

み

よ

う
と

思
う
｡

(

六
)

租

税
の

形
式
即

ち
プ
の

要
素
と

し

て

は
､

一

般
に
､

仙

個
人

別

価
格
､

必
一

括

税
､

榔

比

例
所

得
税
､

紺

累

進

所

得
税
､

㈲

販

売
税

な

ど

を

区

別
で

き
る
｡

一

般
均

衡
理

論
の

文

脈
で
､

比

例
所

得
税
下

の

｢

公

共

的

競
争
均

衡
+

の

存
在
は
､

既
に

フ

ォ

ー

リ

ー

〔

3
〕

で

示
さ

れ

て

い

る
｡

ま

た
､

ゲ
ー

ム

静
に

よ
る

ア

プ

ロ

ー

チ

で

此

例

所

得
税
を

論
じ

た

も
の

に

中
山

〔

9
〕

が

あ
る
｡

一

括
税
､

販

売

税
の

下
で
､

公

共

的

競
争
均

衡
の

パ

レ

ー

ト

最
適
条

件
の

成

香
を

検
討
し

た

も
の

に

グ

リ

ー

ン

バ

ー

グ

〔

4
〕

が

あ
る
｡

〓

比
例
所
得
税
体
系

(

モ

デ
ル

)

我
々

の

経

済
は

由
=
一

(

如
よ

-

Ⅳ
也

-

も
)

訂

き

5

で

特
徴

づ

け

ら
れ

る
｡

こ

こ

で

Ⅳ

は

主
体
の

集
合
を

表
わ

し
､

ち
ユ

=
声

と

す
る
｡

ガ

は

夢
色

主
体
の

消
費
集
合
を

表
わ

す
｡

今
､

こ

の

経
済
に

は

私
的
財
､

公
共
財
が

と

も
に
一

種
顆
し

か

存
在
し
な
い

と

す
る
｡

従
っ

て
｡

如
ふ

m
知
冒

〆
高

琴
各

主
体
が

ぶ

上

で

持
つ

選
好
順
序
､

琶

=
(

ぢ
.

…

§
)

ほ

初
期
保

有
ベ

ク

ト

ル

を

表
わ

す
｡

ベ

ク

ト

ル

(

♪

邑
=
(

字
:

㌔
-

邑
-

(

阜

邑
爪

き
く
軋

爪

宅

を

配
分
と

呼
ぶ
｡

ア

は

公
共
財
の

生

産
集
合
を

表
わ

す
｡

次
に
､

以

下
で

必

要
と

な

る
い

く
つ

か

の

仮
定
を

設
け
よ

う
｡

(

仮
定
1
)

各
主
体
の

消
費
集
合
は

非
負
要
素
の

み

か

ら

成
る
｡

.(
仮
定
2
)

各
主
体
の

初
期
保
有
は

私
的
財
の

正

の

量
の

み
か

ら

成
る
｡

必
β

U

(

仮
定
3
)

各
主
体
の

選
好
は
､

狭
義
準
凹
､

二

階
連

続
可

微
分

効

用

関
数

喝

に

よ
っ

て

表
現
可

能
で

あ
る
｡

(

七
)

(

仮
定
4
)

私
的
財
ほ

正
の

限
界
効
用
を

も
つ

｡

(

境
界
で

は

右
傲
係
数

で

定
義
す
る
｡

)

(

仮
定
5
)

公
共
財
ほ

私
的
財
を

投
入

要
素
と

し
て

収

穫
非

逓

増

的

技

術

′
の

下
で

生

産
さ

れ
る
｡

(

七
)

私
的

財
を
ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

財
と

考
え

る

た

め
で

あ
る
｡

従
っ

て
､

㌦
ほ

所

得
と

考
え
て

よ

い

｡

こ

の

モ

デ
ル

で

我
々

が

考
え
る

問
題
ほ
､

制
約

M
も
＋

.ヽ

(

已
肌

M

さ

札

巾

岳
､

れ

爪

岳
1

.ヽ

(

邑

且
･

M

与

れ

爪

包
1

も
=
(

-

1

ユ

鼻

面
｢

○

肌
1

<
-

の

下
で
､

社
会
的
厚
生

関
数

司
(

も
(

阜
邑
‥
･

ビ

バ
§
-

S
)

を

最
大
化
す

る
γ

を

確
定
す
る

こ

と

で

あ
る
｡

制
約
条
件

無
し
の

最
大
化
問
題
に

変
換

す

る

と
､

最
適
条
件
は

如

品
(

苺
如

㌣

÷
｡
･

苧

計
耶

計
卵
＼
紺
-

<

ミ

(

-

)

で

得
ら
れ

る
｡

パ

レ

ー

ト

最
適
な

税
率
の

集
合
を

明
示

的
に

導
入

し
ょ

う
｡

即
ち

軍

曹
T

･

ヤ
パ

ミ
･

圭

卜
棉

㍉

･

串
わ

山

■

わ
1

事
一

_

梢

で
一
ぎ

■･
+

◆

-

F

‥

ガ



濁

章
を

A
甘

音
駄

ぎ

亨
.

皇
を
て
l

如

∴

血
¶

∵
一軒

山

†

州

㍉

†

斗

宙■

常
十

十
u

重
文
M

"
…

日
鋼
絹

粥
弱
)

}

宙
｢

ぎ
(

ユ
川

£
(

(
-

-

ユ

与
六
→

M

も
)

)

れ

巾

ゝ
｢

私
的
最
適
税
率
㍉

を
､

所
得
比

例
的
負
担
の

下
で

自
己

の

効
用
を

最
大
に

す
る

税
率
と

定
義
す
る

と
､

¢
は

代
替
的
に

次
の

よ

う
に

表
現
さ
れ

る
｡

晋
十
工

韓
尊
肌

弱
エ

(

N

)

( 1 1 3) 研■究 ノ ー ト

γ = γ( 0)

第 二 図

･ … … … …
… … … ( 3)

… ･ … … ‥ ･ … ‥ ･ …

( 4)

∬
f
= ( 1 - γ) 紺 i v オ∈ ｡ Ⅳ

g
=

′( γ
･ ∑ びり
i ∈.Ⅳ

ざ
と 打

i ･

〝 Ⅴ言∈jV

αJ( ∬
i
, g )

旦呈生

w b e r e 打
ざ
=

忠
言訂

= 0

≠ 0

A

… ･
‥ = ‥ ‥ … ‥ ‥ … ‥ ( 5)

‥
1
‥ ･ … … ･ … … ‥ … ･

… ( 6)

S T O P

γ = γ＋ 〝
･

[ ′( ∑ ざ
i
) - y]

f ∈ Ⅳ

m

を

満
た

す
γ

は

¢
に

含
ま

れ

る
｡

¢
は
一

般
に

区

間
で

得
ら
れ

る
｡

こ

の

中
の
一

点
を

確
定
す
る

こ

と

は
､

分
配
問
題
の

分
野
に

深
く

係
わ

る

問

題
で

あ
る

が
､

次
に

我
々

の

示

す
プ

ロ

セ

ス

は
､

特
定
の

価
値
判
断
を

導

入

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

そ
の
一

点
を

定
め
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る
｡

(

プ
ロ

セ

ス

)

前
節
で

示

し

た

図
式
を

適
用
す
れ

ば
､

所
得
税
調
整
体

系
は

第
二

囲
で

示
さ

れ

る
｡

ス
○

)

は

プ
ロ

セ

ス

の

開
始
時
点
叶

=
○

に

お

(

八
)

い

て

何
ら
か

の

手
続
き

で

選
ば

れ

た

税
率
と

す
る
｡

亡

時
点
で
､

各
主
体

は

初
期
保
有
(

所
得
)

に

比

例
的
な

負
担

ス
叶

)

さ
ホ

を

義
務
づ

け

ら
れ

て

お

り
､

計
画
当
局
は

歳
入

ス
叶

)

M
∈
れ

を

投
下
し

て

公

共
財

叉
叶

)

を

机

爪

L

岩
､

生

産
す
る
｡

次
に
､

各
主
体
は

こ

の

配
分
情
報

(

も
(
叶

)
-

叉
叶

)

)

を

得
て
､

反
応
軸

を

計
画
当
局
に

返

す
｡

但
し
､

こ

の
.

㌔

ほ
､

芙
〇

の

主
観
的
評

価
額
で

あ

り
､

所

得
㌦

で

支
払
え
る

か

香
か

ほ

問
わ

な
い
｡

計
画
当
局
ほ

こ

の

反
応
を

集
計
し
て
､

消
費
者
の

希
望
す

る

公.

共
財
供
給
量
を

計
算
し
､

現
時
点
に

お

け

る

供
給
水
準
と

比

較
し
､

両

者
が
一

致
す
る

方
向
へ

調
整

す
べ

く

税
率
の

改
訂
を

行
な

う
の

で

あ

る
｡

こ

こ

で

A

は

税
率
変
更
幅
を

確
定
す
る

サ

ブ
ル

ー

チ

ン

で

あ
る
｡

(

八
)

ス
○

)

爪

(

○

こ
)

最
後
に
､

プ

ロ

セ

ス

.
を

完
結
さ

せ
る

た

め

に

A

を

A
l

で

与
え

る
｡

(

第

三

国
)

こ

こ

で
､

我
々

は

㌔
を

公
共
財
増
減
を

指
示
す
る

情
報
と

考
え

て

い

る
｡

だ

が
､

㌔
が

真
に

公
共
財
の

調
整
情
報
を

伝
え
る

も
の

と

解
釈
し

う
る

た

め
に

ほ
､

次
の

仮
定
が

必

要
で

あ
る
｡

β卓∂



一 棟静養 第 八十 一 巻 第五 号 (1 1ヰ)

第 三 国

･ …
… … … … … ･ ･ ( 7)

… ･ … … ･ … ･ ･ ‥ … ･

( 郎

①

∂= m a x ‡c レ＋ c d ∈t O , 1 ]‡
w b e r e d ≡ ′( ∑ざり

-

y
i ∈ .Ⅳ

人言; 〝i( γ＋ス
i
d) ≧ 〟 i( r ＋ス

′

の

y ス
′

∈[ 0 , ∂]

‥ ‥ … … … … … ‥ ‥ ･ … ‥ … ‥ ( 9)
〝
=
m i n A

f

i ∈+Ⅴ

(

九
)

(

仮
定
g
)

公
共
財
生

産
技
術
ほ

線
型
で

あ
る
｡

プ
ロ

セ

ス

を

停
止
さ

せ

る

条
件
愉

は
､

主
体
の

希
望
す
る

公
共
財
の

水

準
と

現
在
水
準
を

比

較
す

る

も
の

で

あ
る

が
､

こ

れ

は
､

限
界
的
評
価
で

ほ

な

く
平
均
的
評
価
を

意
味
し
て

い

る
｡

仮
定
ざ

の

下
で

は
､

両
者
に

車

齢
ほ

生
じ

な
い

｡

(

九
)

ほ

と

ん

ど
の

L

M

タ

イ

プ

モ

デ
ル

は

仮
定
㌢

に

従
っ

て

い

る
｡

(

ブ
■ロ
セ

ス

の

特
性
)

偶
､

の

に

ょ
っ

て

実

現
可
能
性
が

保
証
さ

れ
､

朝
一

U

㈲
､

㈲
､

㈱
に

よ
っ

て

単
調
性
が

成
立

す
る
こ

と

は

明
ら
か

で

あ

る
｡

収
束
性
お

よ

び

最
適
性
を

検
討
し

ょ

う
｡

税
率
を

改
訂
す
る

写

像
㈲

を

簡
単
に

白
㌧

[

○
-

占

1
[

〇
.

占
､

プ

ロ

セ

ス

を

停
止

さ

せ

る

写

像
㈲

を

乱
㌧

[

○
-

エ

1
知

と

書
こ

う
｡

う
一

三
月

Å
う
ー

)

と

す
る

と
､

う

芋
-

〃
→
～

の

と

き
､

仰

よ

り

ぎ
ー

≠

Ⅵ

畏
<
軋

爪

き

軍
･

付
ぎ
｡

よ
っ

て
､

仮
定
3

は

り

ぎ
ー

れ

Ⅵ
司

㌦
-

<
札

爪

与
V

従
っ

て

M

ぎ
㌦

肌

M

も

即
ち

ヽ
(

M

ぎ
㌔
)

肌

札

爪

岳
1

机

爪

L

弓

ヽ
(

M
ミ
)

よ
っ

て

叉

ぎ
ー

)

Ⅵ

只

邑
｡

と

こ

ろ

で

㈲

よ

り

ぎ
ー

仰
ご

の

と

き

は
､

叉
邑
付
0

で

あ
っ

た

は

ず
だ

か

ら
､

貢
ぎ
ー

)
一

肌

真
邑
一-

く

言

(

0
-

昏
)

が

言
え
る
｡

区
間
[

0
-

占

の

コ

ン

パ

ク

ト

性
よ

り
､

こ

の

プ
ロ

セ

ス

で

発
生
す
る

吋
は

有
限
で

あ
る

か

集
積
点
を

も
つ

｡

有
限
な

ら
ば
､

最
終
点
げ

で

具
ユ
)

=
○
)

ミ
爪

の

で

あ
る
こ

と

は

明
ら
か

で

あ
る
｡

実
際
､

韓
T

=
{

言

主
㌔
∨

ュ

与
}

き
=
一

札

爪

旦
㌔
=

ュ

与
､

韓
暮

=
{

れ

爪

皇
㌔

∧

ミ

与
と

す

る

と
､

韓
丁

廿
≠

な

ら

ば
､

1

√
ユ
ー

く
軋

爪

革
T

｡

声
廿
≠

な

ら

ば

も
<

ミ
.

<
軋

爪

毎
㌧

よ

っ

て
､

卓
丁

廿
≠

廿

声
の

と

き

ほ

ぅ

芸
｡

ま

た
､

吼
と
乱

の

い

ず
れ
か
一

方
の

み

非
空
と

す
る

と
､

M
㌔

-

爪

包
1

廿

ミ

M
も

と

な
っ

て

矛
盾
｡

他
方
､

プ
ロ

セ

ス

が

無
限
で

あ
っ

て

も
､

仇

爪

皇
｢

集
積
点
〆

で

ュ
爪

の

が

成
立
す
る
｡

な

ぜ

な

ら
､

無
限
の

ケ
ー

ス

は
､

叉

邑
=
○
-

き
=
○
-

<
-

で

発
生

し
､

㈱
､

･

㈲

よ

り
､

ュ
=
m
小

ロ

づ
丸

ま

た

ー

爪

L

弓

は

て
=

ヨ

買

も

ま

た

ほ

ユ
ーー

ス
○
)

=
も

ど
【

岩
m
O

三

宅

だ

か

ら

ー

爪

岳
1

で

あ
る
｡

次
に
､

個
人

的
誘
因
と
の

斉
合
性
を

検
討
す
る
｡

簡
単
の

た
め
､

税
率

改
訂
式
A

お

よ

ぴ

㈲

が

帯

嘗
･

マ
甥

享
j
パ

･
■･
.

縛

/
り

′ノ･
･

串
れ
･･
こ

∵
二

甘

や

一

心

弗

う



草

や
箋
㌢
茎

皇
-･
さ

■
糾

∴
.

翁
り

丁
蟄
■
÷

三
∵

†

ノ
㍉

一

手
､

竃
■

郷

､

届

附
‖

全
知

†
ふ

と

書
き

変
え

ら
れ

る

と

す
る
｡

す
る

と
､

改
訂
に

ょ
っ

て

生

じ
る

第
･

各

消

費
者
の

効
用
変
化
は
､

考
｡

こ

の

よ

う
な

均
衡
値
の

性
質
は
､

㈱

の

定

式
化
に

依
存
す
る
｡

そ
こ

で
､

調
整
幅
を

定
め

る

サ

ブ

ル

ー

チ

ン

A l
で

刷

を

次

式
に

代
え

た
も

の

を

丸

ぎ

む

ざ

■
-
･
n
･

･
-

熟

む

も
(

モ
如
琶

卜

与
粥

ム
と

す
る
｡

領
巾

如
恕

(

-

○

)

( 1 15) 研 究 ノ + l

と

表
わ

さ

れ
る
｡

今
､

℃
(

㌧

廿
軋

)

を

所
与
と

し
て

効
用
増
加
を

最
大
に

す

る

㌔

の

満
た

す
べ

き

条
件
を

求
め

る

と
､

恥
(

柑
)

=

嬰ヾ
如
∈

£
)
･

昔

を

得
る
｡

故
に
､

均
衡
で

は
､

公
共
財
の

限
界
代
替
率
が

公

共
財
増
減
に

ょ

る

限
界
コ

ス

ト

の

所
得
比

例
的
負
担
分
よ

り

大
′

(

小
)

な

ら

ば
､

㌔

を

大
き

く
(

小

さ

く
)

報
告
す
る

ほ

ど
､

効
用
増
加
分
が

大
き

く

な

る
｡

ま

た
､

限
界
代
替
率
が
､

限
界
コ

ス

ト

負
担
額
と
一

致
し
て
い

る

な

ら

ば
､

㌔

を

操
作
す

る
こ

と
に

よ
っ

て

効
用
増
加
分
を
､

一

層
高
め

る
こ

と

ほ

で

き

な
い
｡

し

か

も
､

こ

の

と

き
､

㌔

を

真
の

値
よ

り

高
く

(

低
く
)

報
告

し
た

と

す
る

と
､

他
の

主
体
の

㌔

が

不

変
な

ら
ば
､

税
率
は

真
の

値
を

報

告
し
た

時
よ

り

も

高
く

(

低
く
)

定
ま

り
､

彼
の

効
用
ほ

低
下
し
て

し

ま

う
た

め
､

彼
は

嘘
を
つ

く

誘
因
を

も

た

な
い
｡

先
に
､

我
々

の

プ

ロ

.
セ

ス

は

¢
内
の
一

点
を

確
定
す
る

こ

と
､

お

よ

び
､

そ

の

た

め

に

は

特

定
の

『

の

設
定
が

要
求
さ

れ
る

こ

と
に

触
れ

た

が
､

こ

こ

で
､

我
々

の

プ
ロ

セ

ス

が

い

か

な

る
『

を

想
定
し
て

い

る

か

を

明
ら

か

に

し
て

お
こ

う
｡

も

し
､

ス
○
)

≠

の

な

ら

ば
､

ュ
=

邑
n

も
.

又

は

ュ
=

-

爪

』
1

2
p

H

も

で

あ
る
｡

ま

た
､

ス
0
)

巾

¢

な

ら
ば

一
打
も

ぎ
r

岩
m
O

札

爪

れ

血

h
く
1

砦
プ
｡

セ

ス

の

｡

に

組
み

込
ん
だ

頒
加
均
衡
値

信
､

必

ず

£
内
部

に

存
在
し
､

乱
(

ミ
J

--
○

を

成
立

さ

せ

る
｡

以

上
の

こ

と

か

ら
､

『

の

確

定
と
い

う
分
配
問
題
は
､

〃

関
数
の

選
択
問
題
に

他
な

ら

な
い

こ

と

が

わ

か

る
｡

最
小

値
で

〃
を

定
め
る

㈱
は
､

『

と

し
て
､

初
期
税
率
に

対
し

て

最
も

不

満
の

少
な
い

個
人
の

ウ
ェ

イ

ト

を

著
し

く

高
く
と

る

も
の

に

他
な

ら

ず
､

平
均
で

〃
を

定
め

る

脚

は
､

功
利
主
義
的
効
用
関
数
を

想
定
し
､

所
得
の

限
界
効
用
の

逆
数
を

ウ
ェ

イ

ト

と

す
る

も
の

と

言
え

る

で

あ

ろ

う
｡

(

十
)

一

般
に

は
､

づ
書

=
べ

芸
. ｡

せ
た
､

A l

以

外
ノ

の

サ

ブ
ル

ー

チ

ン

で

ほ
､

単
調

性
ほ

失
わ

れ

る
｡

三

い

く
つ

か

の

注
意

前
節
で
､

㌔

を

公
共
財
増
減
情
報
と

み

な

し

う
る

た

め
の

条
件
と

し

て

設
け

た

仮
定
㌢

は
､

最
適
性
の

条
件
を

平
均
的
評
価
で

定
義
す
る

た

め

に

不

可
欠
の

も
の

で

あ
る
｡

も

し
､

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

の

直
接
的
な
一

般
化

を

考
え

て
､

限
界
的
評
価
を

考
え

る

な

ら

ば
､

㈲

を

山
で

置
き

換
え

る
こ

と

で
､

仮
定
g

を

落
と

す
こ

と

が

で

き

る
｡

だ

が
､

そ

の

た

め

に

ほ
､

政

府
は

{

(

品
も

汁
}

爪

岳

を

選
ば

な
け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

即
ち
､

計
画
当
局
は
､

(

さ

幣
汁
昌
な

る

情

警
集
め
る

こ

と
が

叢
で

βき7
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あ
る
｡

し

か

し

な
が

ら
､

.
現
実
に
･
こ

れ

ら

を

集
め
る

こ

と

は

困
難
で

あ

る

と

考
え

る
べ

き

で

あ

ろ

う
1

さ

て
､

我
々

の

プ
ロ

セ

ス

の

必

要
情
報
は

㌔

と

が
で

あ
っ

た
｡

ガ
を

出

す
た

め

に

は
､

各
主
体
が

生

産
技
術
に

関
す
る

情
報
を

知
っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

だ
が
､

が
は

調
整
幅
の

決
定
に

関
係
す
る

だ

け
で

あ
る

か

ら
､

た

と

え

具
体
的
な

生
産
技
術
を

知
っ

て

い

な

く
と

も
､

各
主
体
は

綻

案
さ

れ

た

配
分
を

線
形
的
に

結
ん

で

生

産
技

術
を

予
想
す
る

と

仮
定
す
れ

ば

よ
い
｡

実
際
に

生

産
技
術
が

線
形
で

な

く
と

も
､

実
の

最
適
点
は

線
形

を

想
定
し

た

時
の

最
適
点
の

近

傍
に

あ

り
､

プ
ロ

セ

ス

ラ

ウ
ン

ド

の

進
向

と

と

も

た

真
の

最
適
点
に

近
づ

く
こ

と

が

わ
か

る
｡

四

累
進
所
得
税
体
系
(

試
論
)

二

節
と

同
じ
モ

デ
ル
､

同
じ

問
題
意
義
の

下
で
､

プ

の

中
か

ら

累
進
所

得
税
体
系
を

採
用
す
る

と

し
よ

う
｡

プ
ロ

セ

ス

は
､

ど
の

よ

う
に

修
正

す

れ

ば

よ

い

で

あ

ろ

う
か
｡

ま

ず
､

間
窺
を

単
純
に

す
る

た

め

次
の

仮
定
を

置
く
｡

(

仮
定
6
)

累
進
所

得
税
体
系
ほ
､

関
数

勺
‥

b

l
[

〇
.

占

苧
官
主
措

定
絹

瑚
エ

で

表
わ

さ

れ
､

次
の

条
件
を

満
た

す
｡

川
p

は

連
続
､

可

微
分
､

増
加
関
数
で

あ
る
｡

㈲
課
税
前
所
得
の

大
小

順
序
が
､

課
税
後
に

逆
転
す
る

こ

と

は

な
い
｡

条
件
〓
､

脚
に

よ
っ

て
､

園四第

{
r

1

み

一

α仰十
む

♪一

†

l

m x 紺
I

I

β舶

β
m n 甜

I

暮

七

Ⅳ
○
､

-

Ⅳ

叉
ぢ
)

＋
∈
七

､

(

十
二
)

が

導
か

れ

る
｡

今
､

特
に
､

(

仮
定
α
)

叉

且
=
P

∈

＋
ひ

と

置
く

な

ら
ば
､

㈹

は
､

-

-
ひ引
Ⅳ

品
○

叫

爪

+

弓

(

十
三
)

と

表
わ

さ

れ

る
｡

(

十
一

)

現

実
的
に

ほ
､

p
に

は

階
段
関

数
を

想

定

し
､

の

基

礎
控

除
を

認

め
る

ぺ

き

で

あ

ろ
う
｡

ま

た
､

一

般
化

も

興

味

あ
る

課

題
と

し

て

残
さ

れ

る
｡

(

十
二
)

宅
､

∨
宅

の

と

き
､

( ( (

トー ト▲ ト▲

L山 N ト▲

) ) )

あ
る
一

定

額

負
の

所

得

税
へ

の

凄
ぎ

∫

福
′

㌔
号

堅
㌔
.

鵡
?
法

甥
り
､

毒
→

甘

..
聾

者
心
付

.
r

せ

進
町

立
F



君
臣

嘗
･い･

喜
∈
･

糾

∴

㌧

∴

■

ラ
､
･

撫
∵

㌻
筆
ノ
ノ

ウ

.卜㍉
､

官

主
音
繁

柳

1

べ

額

領

(

-

-
b

ス
昌
､

)

)

∈
､

Ⅳ
(

-

-
b

ス

且
)
･

弓

㌧
･

琶
､

し
琶

Ⅳ
b

ス

ミ
)

宅

-
-

ス

且
･

弓

●

.

●

-

Ⅳ

叉
弓
､

)

＋
宮
丁

叉
∈

､

)

-

叉
ぢ
)

琶
､

-
∈

㌧
･

-

Ⅳ
b

ス
∈
)

＋
毒
･

七
､

i

h

宅
､

1
芦

(

十
三
)

実

行

可

能
な

線
形

累
進
税
構

造
伯

ほ
､

b

を

所
与

と

す
る

と
､

第
四

囲
で

示
さ
.
れ

る
｡

我
々

の

計
画
当
局
が

解
く
ぺ

き

最
大
化
問
題
の
一

階
の

条
件
は
､

山
と
､

即
ち
､

所
得
の

相
対

的
に

低
い

主
体
は

高
い

α

の

億
を

選

好

し
､

(

ひ

廿
0

な

ら

ば

実
現
可
能
消
費
集
合
の

下
で

彼
の

効
用
を

最
大
に

す
る
α

は
､

あ

る
ぁ

に

対

す
る

㈹

の

上

限
で

あ
る
｡

)

所
得
の

相
対

的
に

高
い

主

体
は

低

い

α

の

値
(

あ
る
ぁ

の

下
で

串

=
○
)

を

選
好
す
る

と

言
え

る
の

で

あ
る
｡

そ
こ

で
､

ひ

と

ま

ず

み

を

固
定
し
て
､

α

を

決
定
す
る

調
整
プ
ロ

セ

ス

を

第
六

図
で

与
え

る
｡

こ

の

プ
ロ

セ

ス

ほ
､

第
二

節
で

示
し

た
プ
ロ

セ

ス

と

ほ
ぼ

同
等
の

特
性
を

備
え
て

い

る
｡

即
ち
､

実
現
可

福
地
､

単
調
性

(

㈱
の

易
合
)

パ

レ

ー

ト

最
適
税
率
へ

の

収
束
､

等
々

で

あ
る
｡

如

轟
(

予
知

予
ユ
生

(

-

占

( 1 17) ･ 研 究 ノ ー ､ ト

で

与
え

ら
れ

る
｡

こ

れ

ら
2

式
が

同
時
に

成
立

す

る
の

は
､

か

な
り

厳
し

い

条
件
の

下
で

の

み

で

あ

ろ

う
｡

た

と

え

ば
､

恥
=

紺

妄
爪

三
あ

る

と

す
る

と
､

仙
､

他
の

成
立
は

全
員
の

所
得
が

均
等
の

時
の

み
で

あ

る

こ

と

が

知
ら

れ

る
｡

二

節
同

様
､

私
的
財
=

公
共
財
供
給
ル

ー

ル

を

…

M

耶
朋

㌔
j

}

(

㌫
)

と

し

よ

う
｡

累
進
所
得
税
体
系
の

所
得
再
分
配
効
果
を

明
ら

か
に

す
る

た

め
､

第
五

図
を

与

え

る
｡

但

し
､

書
芸
且
=

阜
言
n

小

池

叉
宅
申

Y
琶
訂

こ

の

囲
か

ら
､

W
､

他

の

同
時
成
立
の

困

難
性
が

読
み

と

れ

る
｡

即
ち
､

m

ほ
A

月

線
が

無
差
別
曲
線
と

接
す
る

こ

と
を

意
味
し
､

伽

ほ
C

刀

線
が

無
差
別

曲
線
と

接
す
る

こ

と

を

意
味
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

α

の

選
択
と
ぁ

の

選
択
の

聞
に

は
一

種
の

対
抗
関
係
が

存
在
す
る
｡

第五 園

C

g
= さ A

0 3わ= 0

古= 0 . 4

タ
〃
= 0

抄
各 =
6

α

を

固
定
し
て

る

を

決
定
す
る

調
屯
す
る

プ

ロ

セ

ス

は
､

如
何
な

る

も
の

で

あ

ろ

う
か
｡

こ

の

場
合
､

α

の

定
義
域

が

ぁ

に

依
存
す
る

こ

と

か

ら
､

α

を
そ

の

ま

ま

固
定
す
る

こ

と

に

ほ

意

味
が

無
い
｡

そ
こ

で
､

串
､

U

予

ー

ー
ひ

N

●

ヨ
p

粥

∈
モ

れ

巾

ヒ
1

屯

爪

[

○
-

占

と

定
義
し
､

.
〆

又
は

♂

を

固
定

す
れ

ば
､

第
六

図
と

同
様
な

プ
ロ

セ

ス

を

定
義
で

き

る

で

あ

ろ

う
｡
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第大 国

α( 0) ∈ β

( 15)

( 4)

≠0

S T O P( 5)

∂ = m a x I cl α ＋ cd ∈ 剖
d … ( 5)

A
i

; 即i( α ＋ 人材) ≧ 〟f( α ＋ス
'

d )

Ⅴス
'

∈[ 0 , ∂]

( 9) o r ( 1 0)

α
=
α ＋ 〃♂

中 毒] ,
≠`( α) = 中 一 ( α 町 叫 ) 砂 ` ,′(晶( 糾 あ) w 雀)] ,
Ⅴ盲∈ 此

注

い

る

点
は

否
定
で

き

な
い
｡

拡
充
の

方
法
に

つ

細
β

U

い

て

ほ

本
文
中
で

触
れ

て

い

る

が
､

尚
､

次
の

諸
点
へ

の

試
み

を

今
後
の

課
題
と

し

た
い
｡

仙

私
的

財
､

公
共
財
の

複
数
化
｡

必

代
替
的
な

累
進
所
得
税
率
関
数
(

と
･
く

に

階
段
関
数
)

の

検
討
｡

仰

累
進
所
得
税
体

系
下
に

お

け

る
､

主
体

の

戦
略
的
行
動
の

検
討
｡

で

あ
る
｡

参

考

文
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